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追悼企画： 中村淳二くんの作品と活躍の記録 
 

名古屋文理大学 情報文化学部 情報メディア学科 はせがわ研究室 

HASEGAWA Laboratory, Department of Information Media, School of Information Culture, 
Nagoya Bunri University 

 

２００９年３月 

 

中村淳二くんは、大学３年生の秋に急性リンパ性白血病を発症し、１年にわたる闘病生活の末、

2008年 10月 14日に帰らぬ人となった。大学時代に彼が残した作品や功績を紹介し、追悼としたい。 

 
 

１．映像作品の制作・監督・主演（NHKミニミニ映像大賞１次審査２年連続通過ほか） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NHKのWebサイト（2006）より 
 

（１）「ケータイ大作戦～なかなおり編～」2006年 NHKミニミニ映像大賞 １次審査通過作品 
第４回 NHKミニミニ映像大賞（テーマ「コミュニケーション」）への応募作。初代はせ研２年
生メンバーの総力を上げたショートムービーで中村くんが監督。携帯電話を使ったコマ撮りアニ

メと実写による力作。はじめての応募でいきなり１次審査通過（応募総数 1,123件中のBest 57）。
NHK からの電話に「びっくりした～」（中村監督談）。番組オンエアに作品は写らなかったが審
査通過作として監督名がクレジットされた。この作品以降、中村くんは「カントク」と呼ばれた。 
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「ケータイ大作戦 ～なかなおり編～」のシーン 
情報メディア学科新入生交流会（2007年４月）でのプレゼンのため中村くんが作ったパワーポイントより 

 
（２）「ロード・オブ・ザ・メガネ」 2007年 NHKミニミニ映像大賞 １次審査通過作品 
第５回 NHK ミニミニ映像大賞の「大切なもの」というテーマ
への応募作。はせ研３年生の新たなメンバーでの作品。主人公の

メガネが勝手に動きだすコマ撮りアニメと実写による作品。２年

連続の１次審査通過で、NHK 番組の本選収録に観客として招待
され岩佐ら主要スタッフ数人が上京。番組のオンエアには写らな

かったが会場で上映され審査員から「キャスティングが絶妙」と

評価された。作品応募代表は主演の丸田洋輔。中村淳二監督作品。 
 
（３）「大切なもの それは･･･」2007年 NHKミニミニ映像大賞 応募作品 
第５回 NHKミニミニ映像大賞「大切なもの」への応募作。別作品「ロード・オブ・ザ・メガ
ネ」のメイキング的作品。映像作品を作る過程でケンカになった学生どうしが撮影終了時には友

情を取り戻し「大切なもの＝友情」に気付くという感動作。中村くんは映像作品の監督役で主演。 
 
 
 
 
「大切なもの 

 それは･･･」 

 のシーン 
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２．サークル活動など 
バドミントンサークル、卓球サークル、サイエンスサークルなどで活躍した。 
バドミントンサークルの部室にはいつも彼がいた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
↑バドミントンサークル  ↓サイエンスサークル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 稲沢こどもフェスティバル 

「サイエンスショー」2007.6 
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                             はせ研クリスマス 2006 ↑↓ 
 
 
 
 
        
ボウリング大会 2007↓↑ 

 
 
                                
 
 
 
 
 
 
                            
                               2007夏のキャンプ ↑ 
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３．イベントの盛り上げ役 
2007年４月の情報メディア学科新入生交流会では、はせ研の紹介プレゼンや司会を務め会を大
いに盛り上げた。稲沢こどもフェスティバル（2007年６月）でもサイエンスサークルの面白科学
実験ショーの司会を務めて盛り上げた。いつも周囲に気を配る明るいカントクだった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４．研究など 

2007年、３年生の夏休みに、 
名古屋大学での人間工学実験に参加した。 
                     
                    ８月には、 
                    はせ研キャンプ 
                    にも、マイカーを    出して参加した。 
                    みんなで遅くまで酒を飲み語り明かした。 
 
 
 
 
                    ↓Mixiより 

 
 

 
 
 
      

学園祭「稲友祭」のバドミントンサークル模擬店の出店に力を注ぐ中、2007年９月急性リンパ性
白血病を発症する。それでも、つらい抗癌剤治療を耐えぬき、2008年には一旦元気になって部室
やゼミ室を訪れ、７月の「NHKミニミニワークショップ in名古屋文理大学」にも来てくれた。 
意を決して臨んだ臍帯血移植の甲斐なく 2008年 10月 14日に亡くなるまで、誰もが回復を信じ
待っていた。残念・無念では言い尽くせないが、誰より多くの友達を持った淳くんは、誰より多

くの人々に送られて旅立ってしまった。そして、彼が作った作品と足跡、ご両親・親戚・友達・

後輩・教員すべての人に、忘れることのない楽しい思い出と心に刻まれた大きな影響が残された。 
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名古屋文理大学稲沢キャンパスのソフィアホール前に置かれた 

木のベンチは、中村くんのご両親から大学へ寄贈されたものです。 


